
災

は
少
な
く
な
く
、

　
ｓ
　
Ｓ
Ｉ
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｉ

鍼
灸
師
の
林
篤
志
さ
ん
は

六
日
に
日
に
利
用
が
増
え

た
。
施
術
中
に
会
話
を
交

わ
す
こ
と
が
心
の
ケ
ア
に

も
つ
な
が
っ
た
十
と
強
調

し
鳥
十
　
＼
　
　
上

＼
難
波
妙
副
理
事
長
は

「
フ
ェ
ー
ズ
に
乖
っ
て
必

要
な
支
援
は
変
化
し
て
い

く
。
で
き
る
限
り
の
支
援

を
続
け
た
い
」
と
語
っ
た
。

「

市
民
ら
約
2
0
人

た
。
（
太
田
孝
一

が
聴

心

４Ｉ
Ｉ
Ｖ

避

所
の
衛
生
改
善

医熊

療本

支地!

援震

　
々
月
の
熊
本
地
震
で
被

災
し
た
熊
本
県
ハ
代
市
で

医
療
支
援
に
当
た
っ
た
国

際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
λ

Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山
市
北
区
伊

福
町
サ
の
活
動
報
告
会
が

2
4
日
、
同
市
内
で
あ
っ
ち

医
師
ら
３
人
が
避
難
所
の

肛
組
ん
だ
こ
と
を
紹
介
し

一

こ
ｏ
　
　
　
　
　
十

ｌ
ｇ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐
　

．
　
‐
　
〕

衛
生
環
境
改
善
な
ど
に
取

｝
‐
１
１
１
ふ
　
ノ
６
ｐ
ａ
’
い
｀
　
ｓ

．
ｌ
ｉ
ｄ

ｌ
ｒ
Ｗ
‐
‐
ｙｊ
パ
　
ノ

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
ｙ
ｌ

ｌ
刀

衛
生
な
ト
子
レ
を
使
わ

な
い
よ
．
う
、
水
分
の
摂
取

を
控
え
て
い
た
こ
と
が

原
因
と
い
い
「
ト
イ
レ
掃

除
と
と
も
に
、
清
潔
に
保

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
７
月
3
1
日
米

～
＆
丹
2
3
日
ノ
現
地
の
避

難
所
に
医
師
や
看
護
師

ら
計
2
3
入
を
派
遣
し
た
⊃
。

‐
‐
被
災
直
後
に
避
難
者
を

診
察
七
た
鎖
藤
貴
志
医

　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

師
（
岡
山
犬
教
授
）
は
、

脱
水
症
や
ぽ
う
こ
う
炎

の
発
岨
が
懸
念
さ
れ
る
人

が
多
か
っ
た
と
説
明
。
不

馳鵬
ｱﾑﾀﾞ
ｰ急j

こ！
‘

力

活
動
報
告

つ
た
め
の

を
進
め
た
」

た
。
　
こ

ル
１
ル
作
り

と
振
り
返
つ

丁
避
難
所
生
活
の
長
期
化

で
体
の
不
調
を
訴
え
る
被

(左から)避難所での支援活動などを説明する
難波副理事長、顛藤医師、林さん
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